
●
8
月
30
日	

当
住
久
美
夫
人
祖
母
17
回
忌
・
叔
母
3
回
忌

法
要　

於 

駒
込
江
岸
寺

●
9
月
1
日	

関
東
大
震
災
犠
牲
者
慰
霊
法
要

	
	

於 

両
国
・
東
京
慰
霊
堂

●
9
月
2
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
会
長
懇
話
会	

於 

芝 

と
う
ふ
屋
う
か
い

●
9
月
3
日
〜
5
日　

京
都
教
学
講
習
会
（
当
住
上
人
担
当

部
長
）　

於 

京
都
本
能
寺　

●
9
月
5
日　

第
47
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
大
阪
大
会　

	

於 

大
阪
日
航
ホ
テ
ル

●
9
月
8
日
〜
10
日　

教
学
研
究
所
総
会

●
9
月
15
日	

棚
経
報
告
会

●
9
月
17
・
18
日　

法
華
宗
主
催
静
岡
・
身
延
団
参
❶

●
9
月
23
日	

秋
季
彼
岸
会
中
日
法
要
・
総
代
会

●
9
月
24
日	

東
京
都
宗
教
連
盟
理
事
会

	
	

於 

代
々
木
新
宗
連
会
館

●
9
月
25
日	

今
日
庵
東
京
道
場
・
好
日
会

●
9
月
28
日	

淡
交
会
東
京
第
6
東
支
部
総
会

	
	

於 

明
治
記
念
館

●
9
月
28
日	

烏
山
小
学
校
3
年
生
当
山
へ
社
会
科
見
学

（
西
澤
旧
職
員
説
明
）
❷

●
10
月
5
日	

第
27
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
10
月
6
日
〜
8
日　

東
京
教
学
講
習
会　

於 

宗
務
院

●
10
月
12
日	

永
岡
成
美
追
善
茶
会
（
上
記
参
照
）

●
10
月
14
日	

桑
港
日
蓮
教
会
理
事
長
ス
テ
ィ
ー
ブ
ス
夫

妻
、
理
事
宮
崎
女
史
来
山

●
10
月
21
日	

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会

	
	

於 

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

●
10
月
25
日	

総
代
会

●
10
月
26
日	

竹
灯
籠
能
・
浅
見
慈
一
師
「
船
弁
慶
」
、
落
語

会
・
春
風
亭
一
之
輔
「
ふ
く
鍋
」「
茶
の
湯
」
❸	

於 

当
山
本
堂
"

●
10
月
28
日	

仏
教
伝
道
教
会
設
立
60
周
年
記
念
感
謝
会	

於 

マ
ン
ダ
リ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
東
京

●
10
月
29
日
〜
31
日　

法
華
宗
宗
務
院
役
職
員
沖
縄
研
修
旅

行　

各
地
慰
霊
碑
・
戦
跡
・
慰
霊
祭
参
拝
❹

●
11
月
3
日　

宗
祖
第
7
4
4
御
遠
忌
御
報
恩
会
式
（
御
会
式
）

●
11
月
7
日　

烏
山
北
小
学
校
2
年
生
当
山
へ
社
会
科
見
学

●
11
月
9
日　

第
29
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
11
月
10
日　

東
京
都
仏
教
連
合
会
理
事
会

●
11
月
14
日　

淡
交
会
全
国
役
員
会　

於 

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ

●
11
月
16
日　

東
茶
会
・
上
田
宗
箇
流
掛
釜

	
	

於 

東
京
美
術
倶
楽
部

●
11
月
17
日	

池
上
本
門
寺
献
茶
式　

北
見
宗
幸
先
生
添
釜

●
11
月
18
日	

全
日
本
仏
教
青
年
会
来
馬
司
龍
理
事
長
就
任

理
事
会　

於 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
❺

●
11
月
20
日　

全
日
本
仏
教
会
理
事
会　

	
	

於 

京
都
西
本
願
寺
聞
法
会
館

●
11
月
25
日　

東
京
都
宗
教
連
盟
研
修
会　

	
	

於 

代
々
木
神
社
本
庁

●
11
月
25
日　

神
奈
川
仏
教
青
年
会
創
立
50
周
年
記
念
大
会	

於 

横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急

●
11
月
27
日　

鍋
島
客
殿
保
存
会

●
11
月
30
日　

河
口
湖
常
在
寺
森
日
行
上
人
第
33
回
忌
法
要

●
12
月
5
日　

婦
人
会
総
会　

於 

日
比
谷
松
本
楼

●
12
月
6
日　

第
30
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
12
月
7
日　

花
崎
玉
女
地
唄
舞
の
会　

	
	

於 

鍋
島
客
殿
二
階 

（
左
案
内
参
照
）

●
12
月
12
日　

東
京
都
仏
教
連
合
会
成
道
会　

於 

朝
日
ホ
ー
ル

●
12
月
12
日	

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の

夕
べ 

於 

帝
国
ホ
テ
ル

法要のご案内 （別紙参照）

節分会追儺式（豆まき）

盂蘭盆会法要

春彼岸中日法要

2 月３日（火）

7月16日（木）

3月20日（金・春分の日）

3 尺× 4 尺 ＝ 6 基
3 尺× 3 尺 ＝ 6 基
2 尺× 2 尺 ＝ 8 基

墓地の清掃をご希望される場合は、
下記によりお受けいたします。

記

　作業内容：①雑草除去 　
	 ②掃き掃除
　清掃費用：5,000 円
　 内容によりご相談お受けいたします

※	 ご連絡いただき 2 週間位の内に
作業となります。

※	 お支払いは現金書留または
	 来山時にお願いいたします。

詳細は当山までお問い合わせください。

新規墓所
ご案内

墓地清掃案内

※毎回、木曜日 13時～19時　

2月12日（木）
参加費：500円

初　座：午前11時　第二座：午後 2時　動物諸霊法要：正午

桑
港
・
日
蓮
教
会	

11
月
3
日	

日
蓮
教
会
御
会
式

	
	

　
・
彼
岸
会
法
要
当
住
夫
人

	
	

　
　
三
吉
妙
真
尼
奉
修
❻

鵠
沼
・
晴
明
庵	

11
月
23
日 	

晴
明
庵
御
報
恩
会
式

	
	

　
・
お
内
仏
御
遷
座
供
養
❼

猿
江
・
猿
江
別
院	

10
月
2
日 

12
月
4
日
　
写
経
会

	

11
月
29
日	

木
ま
つ
り
❽

豊
漁
の
知
ら
せ
噛
み
し
め
秋
刀
魚
喰
む

豊
漁
の
知
ら
せ
噛
み
し
め
秋
刀
魚
喰
む

型
の
良
き
今
年
の
秋
刀
魚
の
お
福
か
な

型
の
良
き
今
年
の
秋
刀
魚
の
お
福
か
な

社
員
に
は
甘
さ
の
過
ぎ
る
マ
ス
カ
ッ
ト

社
員
に
は
甘
さ
の
過
ぎ
る
マ
ス
カ
ッ
ト

樽
洗
い
里
芋
同
士
磨
き
あ
い

樽
洗
い
里
芋
同
士
磨
き
あ
い

名
月
に
掛
か
る
タ
ワ
マ
ン
梯
子
か
な

名
月
に
掛
か
る
タ
ワ
マ
ン
梯
子
か
な

御
命
講
天
に
上
げ
た
る
萬
燈
花

御
命
講
天
に
上
げ
た
る
萬
燈
花

菊
慈
童
不
老
の
舞
や
七
百
年

菊
慈
童
不
老
の
舞
や
七
百
年

照
葉
活
け
床
に
紅
鮮
や
か
に

照
葉
活
け
床
に
紅
鮮
や
か
に

銀
杏
葉
の
緑
や
軈
て
黄
絨
毯

銀
杏
葉
の
緑
や
軈
て
黄
絨
毯    

鴉
鵠
鴉
鵠

猿江別院
御写経会

俳
句
事
始

俳
句
事
始
神
無
月

神
無
月    

霜
月
霜
月

❸❸

 9 /11,  10/7,  11/17 　内局会議
12/2	 内局会議引き継ぎ会
12/9	 内局退任式

63No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　https://www.myojyuji.or.jp令和 8年 1月 1日発行

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

1 月 10 日（土）	 初題目・勉強会「法華宗への誘い」拝読 16
2 月 3 日（火）	 節分会・勉強会「法華宗への誘い」拝読 17
3 月 14 日（土）	 勉強会「法華宗への誘い」拝読 18
4 月 11 日（土）	 勉強会「法華宗への誘い」拝読 19
5 月 1 日（金）	 猿江大祭・正隆会（企画中）
6 月13 日（土）	 勉強会「法華宗への誘い」拝読 20

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。午後 2時開催

❶❶❹❹

❷❷❺❺

❻❻

❼❼

❽❽

永岡成美 第一七◯◯回忌追善法要・茶会

当住上人
の

宗務院宗務院 diarydiary

　

10
月
12
日
、
当
山
初
め
て
と
な
る
追
善
の
茶
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
12
月
に
刊
行
さ
れ
た
、
宮
武
慶
之

先
生
著
『
酒
井
抱
一
の
パ
ト
ロ
ン
・
永
岡
成
美
』
の
出
版

記
念
で
あ
り
、
成
美
の
1
7
0
回
忌
を
期
し
て
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

午
前
10
時
に
本
堂
に
て
成
美
・
蓮
浄
院
成
美
日
重
居
士

の
第
一
七
〇
回
忌
を
当
住
上
人
導
師
に
て
三
十
余
名
が
参

列
、
焼
香
の
初
め
に
は
、
成
美
の
末
裔
で
あ
る
永
岡
俊
彦

氏
ご
焼
香
、
参
列
者
全
員
が
焼
香
い
た
し
ま
し
た
。（
写
真
下
）

　

11
時
よ
り
二
席
の
薄
茶
席
の
正
客
に
は
業
ぎ
ょ
う
て
い躰

の
戸
田

宗
寛
先
生
、
次
席
の
正
客
に
は
同
著
の
巻
頭
言
を
お
書

き
い
た
だ
い
た
池
田
彰
孝
（
宗
孝
）
様
、
当
住
上
人
所
属

の
裏
千
家
東
京
第
六
東
支
部
増
田
宗
房
先
生
は
じ
め
幹

事
先
生
方
、東
京
青
年
会
議
所
悠
々
会
（
茶
道
部
）
皆
様
、

金
沢
よ
り
本
因
寺
相
沢
一
龍
上
人
、
同
寺
お
檀
家
で
裏
千

家
師
範
の
高
来
宗
吾
先
生
が
連
客
と
し
て
同
席
さ
れ
ま

し
た
。（
写
真
上
）

　

ま
た
、
展
覧
席
で
は
宮
武
先
生
の
解
説
よ
り
、
当
山

格
陵
の
宗
祖
御
真
筆（
伝
）
紅

く
れ
な
い

御
本
尊
と
日
朗
・
日
像
聖

人
御
本
尊
の
三
幅
対
と
、
先
生
ご
持
参
の
酒
井
抱
一
弟
子

池
田
孤
邨
お
軸
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
中
右
）

　

12
時
か
ら
は
、
鍋
島
客
殿
に
て
点
心
席
が
設
け
ら
れ
、

当
住
上
人
よ
り
此
の
度
の
法
要
、
茶
席
主
旨
が
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
山
の
大
檀
越
で
あ
っ
た
永
岡
成
美
が
活
躍
し
、
当
山

へ
の
多
大
な
貢
献
が
そ
の
著
述
に
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、

二
百
年
前
の
当
山
の
様
子
と
共
に
そ
の
時
代
に
当
山
を

支
え
た
歴
代
住
職
、
檀
信
徒
の
姿
を
想
い
、
一
同
、
往
時

に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

＊
『
酒
井
抱
一
の
パ
ト
ロ
ン
・
永
岡
成
美
』
を
ご
希
望
の
方
は
、

当
山
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

永岡成美第一七〇回忌追善法要・茶会

令
和
八
年
元
旦



内
藤
家
・
大
内
旅
館
と
妙
壽
寺

住
職　
今
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
当
山
ま
で
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
、
放
映
中
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」

に
登
場
す
る
内
藤
愼
一
さ
ん
の
ご
先
祖
、
石
川
雅
望
さ
ん

の
お
話
等
々
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
近

現
代
の
妙
壽
寺
と
内
藤
家
の
関
連
と
い
う
こ
と
で
も
大
変

い
ろ
い
ろ
な
お
話
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内
藤
氏
（
以
下
、
敬
称
略
）　

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

住
職　
内
藤
家
と
妙
壽
寺
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
が
子

供
の
頃
に
こ
の
お
寺
で
行
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と

き
は
婦
人
会
の
方
た
ち
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
私
が
強
烈
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
内
藤
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
内
藤
た
ま
さ
ん
、
愼
一
氏
の
祖
母
）
で

す
。
多
分
、
今
の
若
い
方
は
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

御お
ぐ
し髪

が
二
百
三
高
地
の
よ
う
な
。

内
藤　
丸
い
の
ね
。（
笑
）

住
職　
そ
う
で
す
。
実
は
、
た
ま
さ
ん
は
出
家
さ
れ
、
尼

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
宗
派
の
記
録
に
よ
る
と
、
常
在
寺
さ

ん
の
近
く
の
、
常
照
寺
に
二
年
ほ
ど
住
ま
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
常
在
寺
さ
ん
と
妙
壽

寺
と
の
ご
縁
が
深
か
っ
た
と
。

　
も
う
一
つ
は
、
上
野
に
あ
っ
た
大
内
館
と
い
う
旅
館
の

こ
と
で
す
。
大
内
館
と
内
藤
さ
ん
が
同
人
誌
『
小
道
の
譜
』

で
書
か
れ
て
い
る
小
伝
馬
町
に
あ
っ
た
旅
人
宿
「
糠
屋
」

と
の
関
係
で
す
。

内
藤　

そ
れ
は
、
多
分
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
祖
母
内
藤
た
ま
（
明
治
22
年
生
）
が
育
っ
た
の
は
、

埼
玉
県
秩
父
の
青
梅
か
ら
近
い
と
こ
ろ
で
、
す
ご
い
田
舎

で
す
。
尋
常
小
学
校
（
当
初
4
年
制
）
を
卒
業
後
、
多
分
、

東
京
で
女
中
を
務
め
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
果
た
し

て
そ
の
祖
母
が
な
ぜ
旅
館
を
始
め
た
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
た
ま
と
い
う
猫
み
た
い
な
名
前
な
の
で
、
祖
母
は
子
供

の
頃
、嫌
だ
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、親
か
ら
「
先
祖
の
と
っ

て
も
偉
い
人
か
ら
い
た
だ
い
た
由
緒
あ
る
名
前
な
ん
だ
か

ら
、
そ
ん
な
こ
と
言
う
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
た

と
。
実
は
（
祖
母
の
）
祖
母
が
た
ま
と
い
う
同
じ
名
前
で

し
た
。
孫
で
す
か
ら
、
恐
ら
く
宿
屋
飯
盛
の
こ
と
は
当
然

知
っ
て
い
ま
す
ね
。

住
職　
そ
れ
は
知
っ
て
い
ま
す
ね
。

内
藤　
（
祖
母
の
）
祖
母
は
江
戸
文
政
に
生
ま
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
旅
館
の
由
緒
を
聞
き
知
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

住
職　
10
歳
で
上
京
し
て
、
そ
れ
か
ら
成
長
し
て
、
ご
結

婚
さ
れ
る
。
結
婚
の
お
相
手
は
。

内
藤　
お
相
手
は
、
千
葉
県
君
津
の
方
で
す
。
戸
籍
を
調

べ
て
み
る
と
祖
父
と
は
昭
和
８
年
に
離
婚
し
て
い
る
ん
で

す
よ
。
祖
母
が
初
め
て
旅
館
を
建
て
た
の
は
大
正
年
間
で

す
。
そ
し
て
大
震
災
の
と
き
に
旅
館
は
一
度
焼
失
し
ま
し

た
。
そ
の
後
再
建
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
空
襲
で
焼
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

住
職　
そ
れ
で
、
大
内
旅
館
の
た
ま
さ
ん
と
常
在
寺
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
す
か
。

内
藤　
多
分
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が

聞
い
て
い
る
の
は
、
私
の
祖
父
が
（
住
職
を
勤
め
て
い
た

お
寺
の
あ
る
）
山
梨
か
ら
中
央
線
で
上
野
へ
出
ま
す
が
、

上
野
駅
前
に
大
内
旅
館
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
常
宿
と

し
て
い
た
と
。

住
職　

で
す
か
ら
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
森
憲
隆
（
日
行
）

聖
人
の
も
う
一
つ
前
に
森
智
孝
（
日
要
）
聖
人
と
い
う
方

が
い
て
、お
父
さ
ん
で
す
よ
ね
。
日
要
聖
人
が
宗
務
院
（
当

時
は
宗
務
廰
）
の
、
我
々
の
宗
派
の
初
代
宗
務
総
監
な
ん

で
す
。

内
藤　
あ
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。

住
職　
初
代
宗
務
総
監
で
、
私
ど
も
の
先
々
代
、
日
照
上

人
に
と
っ
て
は
宗
務
行
政
に
お
け
る
師
匠
で
す
。
で
は
、

そ
れ
は
森
親
子
で
も
っ
て
大
内
旅
館
を
常
宿
と
し
て
い
て
、

そ
こ
の
お
か
み
さ
ん
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

内
藤　
常
宿
に
し
て
い
た
祖
父
が
贔
屓
に
し
て
い
て
祖
母

と
親
し
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

住
職　
分
か
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
糠
屋
旅
館
の
話
に

な
り
ま
す
が
、
宿
屋
飯
盛
こ
と
石
川
雅
望
（
宝
暦
3
～
天

保
4
年
）
が
初
代
と
し
て
、
母
方
で
す
が
内
藤
さ
ん
は
何

代
目
に
な
り
ま
す
か
。

内
藤　
私
は
７
代
目
で
す
。

雅
望
と
狂
歌
界

住
職　
こ
の『
小
道
の
譜
』が
あ
ま
り
に
も
面
白
過
ぎ
て
…
。

内
藤　
本
当
で
す
か
。
そ
れ
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

住
職　
私
も
狂
歌
に
つ
い
て
の
知
識
は
あ
ま
り
な
い
で
す

が
、
改
め
て
狂
歌
は
、
い
わ
ゆ
る
「
万
葉
集
」
か
ら
短
歌

の
歴
史
が
始
ま
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
「
万
葉
集
」
と
か
、

勅
撰
の
国
で
作
る
「
古
今
和
歌
集
」
が
出
て
き
て
、
一
番

メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
の
歌
を
本
歌
取
り
し
て
、
当
時
の
世
相

を
ち
ょ
っ
と
皮
肉
る
と
い
う
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言

う
の
が
狂
歌
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
多
分
江
戸
時

代
の
方
た
ち
の
、
そ
の
当
時
の
心
の
あ
り
よ
う
と
気
分
を

表
現
し
て
い
る
も
の
だ
な
と
。　

私
は
、
内
藤
愼
一
さ
ん
が

平
成
30
年
に
書
い
て
お
ら
れ

る
の
が
大
変
面
白
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
大
河
ド
ラ

マ
放
送
の
前
な
の
に
、
今

の
「
べ
ら
ぼ
う
」
の
構
成
が
、

政
治
の
世
界
と
庶
民
町
衆
の

蔦
重
（
蔦
屋
重
三
郎
）
の
活

動
と
の
関
連
が
非
常
に
面
白

い
で
す
ね
。

　
当
時
の
政
治
、
時
代
潮
流

を
内
藤
さ
ん
は
き
ち
ん
と
書

い
て
お
ら
れ
て
、
そ
れ
が
片

方
だ
け
だ
と
面
白
く
な
い
し
、

片
方
だ
け
で
も
物
足
り
な
い
。

そ
れ
が
ま
た
さ
ら
に
、
最
後

の
編
集
後
記
を
読
ま
せ
て
い

た
だ
く
と
、
先
輩
と
の
出
会

い
が
あ
っ
て
、
そ
の
先
輩
が

田
沼
意
次
の
時
代
小
説
を
執

筆
中
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
。

内
藤　
当
時
で
す
ね
。

住
職　

こ
れ
は
や
は
り
す
ご
い
先
駆
け
的
な
話
だ
な
と

思
っ
て
。「
べ
ら
ぼ
う
」
で
は
宿
屋
飯
盛
役
を
演
じ
る
又

吉
直
樹
（
芸
人
・
作
家
）
が
出
て
く
る
シ
ー
ン
で
す
。
い

わ
ゆ
る
江
戸
所
払
い
に
な
っ
て
、
蔦
屋
に
何
か
言
い
に
行

く
と
こ
ろ
と
、
結
果
16
年
間
江
戸
に
入
れ
な
い
と
い
う
旅

立
ち
の
姿
の
シ
ー
ン
が
…
。

内
藤　
あ
り
ま
し
た
か
。（
笑
）

住
職　
あ
り
ま
し
た
よ
。（
笑
）　
そ
の
シ
ー
ン
が
何
か
私

の
中
で
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
。
最
後
に
切
腹
し
て
豆
腐

の
角
に
頭
を
ぶ
つ
け
て
死
ん
で
し
ま
う
、
恋
川
春
町
（
江

戸
中
期
の
戯
作
者
・
浮
世
絵
師
）
で
す
。

内
藤　
狂
名
は
小
石
川
春
日
町
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

住
職　
シ
ー
ン
の
中
で
、
飲
め
や
歌
え
で
お
酒
を
飲
ん
で

踊
る
、
あ
あ
い
う
気
分
は
分
か
る
感
じ
が
す
る
な
と
思
っ

た
り
も
し
ま
す
。
彼
ら
が
「
ふ
ん
ど
し
」
と
い
う
あ
だ
名

を
松
平
定
信
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
あ
り
よ
う
の
中
で
、
内

藤
さ
ん
ご
自
身
は
母
方
の
７
代
前
の
石
川
雅
望
の
生
涯
に

つ
い
て
は
ど
う
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
か
。

内
藤　

正
直
言
っ
て
、
宿
屋
飯
盛
と
い
う
変
な
名
前
の
、

狂
歌
と
か
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
や
っ
た
人
だ
っ
た
と
い
う
ぐ
ら
い
し
か
若
い
と
き

は
興
味
な
か
っ
た
ん
で
す
。（
笑
）

住
職　
皆
さ
ん
そ
う
で
す
よ
ね
。

内
藤　
私
が
退
職
し
た
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
「
小
道
の
譜
の

会
」
と
い
う
同
好
会
が
近
所
に
あ
り
、
講
師
を
呼
ん
で
自

分
史
の
作
り
方
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
ま
で
37
年

続
い
て
い
ま
す
。
自
分
に
大
し
た
歴
史
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
け
ど
、
ど
う
や
ら
先
祖
に
は
あ
る
ら
し
い
と
。（
笑
）

　
で
は
、
一
度
は
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
よ
う
か
、
そ
う
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

住
職　
江
戸
博
物
館
の
図
書
館
に
行
か
れ
た
と
書
い
て
あ

り
ま
し
た
ね
。

内
藤　

も
う
あ
っ
ち
こ
っ
ち
行
き
ま
し
た
ね
。
ど
う
せ

書
く
と
な
る
と
、
い
い
か
げ
ん
に
は
書
き
た
く
な
い
の

で
。
結
局
始
め
て
か
ら
10
か
月
か
か
り
ま
し
た
。
締
切
り

が
迫
っ
て
、
あ
と
は
え
い
や
と
書
い
た
ら
何
と
な
く
さ
っ

さ
っ
さ
と
書
け
た
と
い
う
。

住
職　

タ
イ
ト
ル
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
と
あ
り
ま
す
が
、

正
に
そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
宿
屋
飯
盛
が
８
つ
嫌
い
な
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
お
坊
さ
ん
嫌
い
だ
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
私
は
大
変
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

内
藤　
斜
に
構
え
て
い
る
と
い
う
か
。

住
職　
そ
れ
は
非
常
に
あ
り
ま
す
ね
。

内
藤　

も
の
す
ご
く
感
じ
ま
す
ね
、
生
意
気
な
や
つ
だ

な
っ
て
い
う
。（
笑
）

住
職　
や
は
り
、
町
人
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
武
士
の
魂
に

対
す
る
町
人
の
魂
み
た
い
な
も
の
が
。

内
藤　
こ
の
方
の
父
親
が
石
川
豊
信
と
い
い
、
武
士
な
ん

で
す
ね
。
こ
の
糠
屋
に
請
わ
れ
て
、
婿
養
子
に
入
っ
た
ん

で
す
。
浮
世
絵
師
で
し
た
。
糠
屋
は
、
江
戸
の
早
い
時
期

か
ら
小
伝
馬
町
に
住
ん
で
い
て
、
糠
屋
の
糠
は
馬
の
餌
。

そ
の
馬
の
餌
を
商
っ
て
い
ま
し
た
が
、
物
見
遊
山
や
お
寺

参
り
な
ど
の
田
舎
人
が
宿
泊
す
る
旅
館
に
な
り
ま
し
た
。

あ
の
辺
り
の
旅
館
は
、
初
め
は
少
な
か
っ
た
が
、
だ
ん
だ

ん
増
え
て
い
っ
て
、
そ
の
中
で
も
糠
屋
は
老
舗
旅
館
で
し

た
。

　
父
の
豊
信
は
養
子
で
、
多
分
３
代
目
で
、
飯
盛
が
４
代

目
（
？
）。
だ
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
古
い
旅
館
で
格
式
が

高
か
っ
た
の
は
、
享
保
年
間
に
８
代
の
吉
宗
が
殖
産
興
業

で
、
小
石
川
で
朝
鮮
人
参
を
育
て
て
い
ま
し
た
が
、
高
価

な
も
の
な
の
で
、
何
と
か
本
格
的
に
育
て
て
み
た
い
と
、

京
都
の
本
草
学
者
を
呼
ん
で
話
を
聞
こ
う
と
糠
屋
に
泊
め

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
将
軍
が
宿
泊
先
に
す
る
ぐ

ら
い
な
の
で
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
旅
館
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
雅
望
が
旅
に
出
ま
す
。
そ
の
後
の
こ
と
は
、

後
編
で
書
く
予
定
で
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
罪
で
江
戸
払
い

住
職　
そ
れ
は
江
戸
払
い
に
な
っ
て
か
ら
で
す
か
。

内
藤　
そ
う
で
す
。
雅
望
は
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
か
。
そ

う
い
う
意
味
で
言
う
と
、
４
代
目
の
老
舗
の
宿
屋
の
お
坊

ち
ゃ
ん
と
い
う
感
じ
で
、し
か
も
、日
本
橋
の
ち
ゃ
き
ち
ゃ

き
の
江
戸
っ
子
、
割
と
裕
福
な
町
人
だ
か
ら
、
当
然
、
寺

小
屋
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
漢
籍
の
先
生
と
か
国
学
の
先
生
と

か
に
教
わ
り
、
子
供
の
と
き
か
ら
教
養
を
身
に
つ
け
て
ね
。

園
田　
資
料
も
残
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

内
藤　
は
い
、
同
人
誌
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
男

だ
っ
た
か
と
い
う
の
は
、
新
宿
の
た
ば
こ
屋
の
お
や
じ

だ
っ
た
平
秩
東
作
と
い
う
狂
歌
師
が
雅
望
に
つ
い
て
こ
う

い
う
や
つ
だ
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。
要
約
す
る
と
「
自

信
家
で
好
き
嫌
い
の
は
っ
き
り
し
た
妥
協
を
許
さ
な
い
性

格
で
あ
っ
た
が
、
気
が
合
え
ば
深
く
付
き
合
う
人
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

住
職　
学
問
は
好
き
だ
が
、
貧
乏
は
ま
っ
ぴ
ら
御
免
。
和

歌
を
詠
む
の
は
好
き
だ
が
、
身
分
の
あ
る
人
の
追
従
は
疎

ま
し
い
。
わ
び
さ
び
の
俳
諧
を
詠
む
柄
で
は
な
い
。
本
物

の
古
典
し
か
興
味
が
な
い
。
狂
歌
は
２
番
目
に
好
き
。
で

は
、
１
番
目
は
。

内
藤　
国
学
で
す
。
あ
の
頃
、
江
戸
時
代
は
鎖
国
し
て
い

た
の
で
、
漢
学
が
主
流
で
ず
っ
と
教
養
で
や
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
国
学
と
い
う
も
の
に
み
ん
な
が
興
味
を
持
ち
出
し

て
、
例
の
有
名
な
…
。

住
職　
平
田
篤
胤
で
す
か
。

内
藤　
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
の
人
で
す
。
本
居
宣
長
の
『
古

事
記
伝
』
が
で
た
の
が
1
8
0
0
年
頃
で
す
。
だ
か
ら
、

国
学
を
勉
強
す
る
と
い
う
人
が
結
構
た
く
さ
ん
い
て
、
そ

う
い
う
の
に
興
味
が
す
ご
く
あ
っ
た
。
雅
望
の
後
半
生
は
、

『
源
氏
物
語
』
を
読
む
た
め
の
辞
典
を
作
る
。『
雅
言
集
覧
』

（
が
げ
ん
し
ゅ
う
ら
ん
）
と
い
う
古
語
辞
典
で
す
。
宿
屋

も
召
し
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、
江
戸
払
い
に
な
り
ま
す
。

多
分
い
ろ
い
ろ
援
助
す
る
人
が
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

住
職　
江
戸
払
い
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
と
き
、
旅
館
は

や
は
り
取
ら
れ
た
の
で
す
か
。

内
藤　
全
部
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
。
蔦
重
は
半
分
だ
っ
た
け

ど
…
。

住
職　
身
上
半
減
。

は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち
の
積
み
重
ね
の
上
に
自

分
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
分
か
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

内
藤　
そ
う
で
す
ね
。
逆
に
言
う
と
、
僕
な
ん
か
が
調
べ

て
１
つ
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
立
派
な
祖
先
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
る
と
、
も
っ
と
自
分
を
大
事
に
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
な
と
い
う
、
何
か
自
分
の
存
在
理
由
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
っ
て
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

住
職　
今
風
に
言
う
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
か
遺
伝
子
、
そ
う
い

う
部
分
で
影
響
を
受
け
て
い
な
い
わ
け
は
な
い
わ
け
で
す

か
ら
ね
。

内
藤　
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。

天
明
狂
歌
は
な
ぜ
ブ
レ
ー
ク
し
た
か

内
藤　
１
つ
だ
け
言
い
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
狂
歌
は
鎌

倉
時
代
か
ら
の
連
歌
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。「
古

今
和
歌
集
」
に
も
、
和
歌
と
い
う
の
は
季
語
が
あ
る
の
が

決
ま
り
で
す
。
番
外
と
し
て
、
面
白
い
歌
と
い
う
、
割
と

自
由
に
歌
う
歌
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
連
歌
で
ず
っ

と
辿
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
昔
の
人
は
、
上
の
句
を
詠
む

と
、
下
の
句
を
つ
な
げ
て
遊
ん
で
い
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

住
職　
付
句
み
た
い
な
こ
と
で
す
ね
。

内
藤　
最
終
的
に
江
戸
に
来
る
前
に
大
阪
で
も
流
行
っ
て

い
た
ら
し
い
け
ど
、
結
局
、
深
み
が
な
い
た
め
廃
れ
て

い
っ
た
。
も
と
も
と
始
め
た
の
は
武
士
と
町
人
が
混
じ
っ

て
詠
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
江
戸
に
来
て
、
爆
発
的
に

流
行
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
流
行
っ
た
訳
は
何
な
ん
だ
ろ

う
と
思
っ
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
ち
ょ
っ
と
出
て
い
た
の

で
、
あ
っ
、
そ
う
だ
な
と
。
い
わ
ゆ
る
狂
歌
も
文
学
の
１

つ
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
狂
歌
と
い
う
の
は
ス
ポ
ー
ツ
感

覚
、
ゲ
ー
ム
感
覚
、
こ
れ
で
彼
ら
は
遊
ん
で
い
た
ん
だ
ろ

う
な
と
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
狂
歌
相
撲
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
東
と
西
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
決
す
る
人
を
決

め
て
、
お
題
を
出
す
。
当
然
時
間
の
制
限
も
あ
る
で
し
ょ

う
か
ら
、ぱ
っ
と
出
し
て
き
て
、選
者
が
ど
っ
ち
が
良
か
っ

た
か
を
選
ぶ
。
反
射
神
経
テ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

住
職　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
ピ
ー
ド
。

内
藤　
そ
う
い
う
遊
び
に
し
て
や
っ
て
い
た
、
そ
の
ゲ
ー

ム
性
と
か
ス
ポ
ー
ツ
感
覚
み
た
い
な
も
の
で
爆
発
的
に
流

行
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
雅
望
は
深
み
と
か
い
う

よ
り
詠
み
捨
て
だ
と
。
あ
ん
ま
り
深
く
考
え
て
や
る
と
い

う
も
の
、
そ
う
い
う
和
歌
と
か
、
そ
れ
こ
そ
、
わ
び
さ
び

の
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
と
違
っ
て
、
同
じ
文
字
を
使
っ
て
遊

ぶ
に
し
て
も
、
も
っ
と
大
衆
的
と
い
う
も
の
こ
そ
が
天
明

狂
歌
だ
と
い
う
ふ
う
に
宿
屋
飯
盛
と
い
う
人
は
思
っ
た
。

そ
れ
が
、
こ
の
人
の
有
名
な
狂
歌
に
「
歌
よ
み
は
下
手
こ

そ
よ
け
れ　

あ
め
つ
ち
の
動
き
出
し
て
た
ま
る
も
の
か

は
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
古
今
和
歌
集
」
の
序

に
同
じ
「
あ
め
つ
ち
が
動
き
出
す
」
よ
う
な
こ
と
が
書
い

て
あ
っ
て
、
そ
ん
な
高
尚
な
も
の
じ
ゃ
な
い
と
。
そ
れ
を

う
ま
く
使
っ
て
…
。

住
職　
ち
ょ
っ
と
皮
肉
っ
て
、
本
歌
取
り
み
た
い
な
こ
と

で
。今
だ
と
何
だ
ろ
う
。ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
か
が
あ
り
ま
す
ね
。

内
藤　
そ
ん
な
感
覚
で
や
っ
て
い
た
の
か
な
と
。

住
職　
で
も
、古
典
を
皮
肉
っ
て
書
い
た
か
ら
、ベ
ー
シ
ッ

ク
が
な
い
と
出
来
な
い
わ
け
で
す
ね
。

内
藤　
そ
れ
が
な
い
と
で
き
な
い
で
す
。

住
職　
け
れ
ど
、
１
つ
の
人
間
の
中
に
そ
う
い
う
部
分
と

も
う
一
つ
は
国
学
を
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
く
と
い
う
部
分

と
が
併
存
し
て
い
る
と
い
う
の
が
誠
に
面
白
い
。

内
藤　
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
人
は
そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。

住
職　
す
ご
い
こ
と
で
す
。

内
藤　
そ
れ
で
、
最
後
、
だ
ん
だ
ん
有
名
に
な
り
、
プ
ロ

に
な
っ
て
70
歳
を
超
え
て
き
た
頃
に
、
五
摂
家
の
二
条
家

が
い
わ
ゆ
る
宗
匠
の
位
を
授
け
る
と
い
う
の
で
飯
盛
の
と

こ
ろ
に
来
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
も
70
を
超
え
て
、
も
う
死

ぬ
間
際
に
そ
れ
を
受
け
る
ん
で
す
。

住
職　
そ
う
で
す
か
。（
笑
）

内
藤　
弟
子
で
山
田
早
苗
と
い
う
人
が
い
て
、
遠
い
親
戚

ら
し
い
ん
で
す
け
ど
、
も
の
す
ご
く
宿
屋
飯
盛
の
そ
う
い

う
精
神
を
慕
っ
て
い
て
「
師
匠
、
そ
れ
は
お
か
し
い
だ
ろ

う
」
と
。「
あ
な
た
、
そ
う
い
う
の
を
、
べ
ら
ぼ
う
め
と

や
る
人
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
。

住
職　
な
る
ほ
ど
。（
笑
）

内
藤　
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
。

住
職　
最
後
は
「
べ
ら
ぼ
う
」
で
締
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
時
間
に
わ
た
り
ま
し
て
楽
し
い
お
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
了
）

園
田　
で
は
、
お
金
も
多
分
…
。

内
藤　
困
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
だ
か
ら
、
多
分
蔦
重
も
援

助
し
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
何
で
食

べ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
古
典
の
勉
強
を
し
た
後
に
、
も

う
一
回
、
今
度
は
プ
ロ
の
狂
歌
師
に
な
る
わ
け
で
す
。
天

領
で
生
活
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。　

　

16
年
間
も
の
江
戸
払
い
後
、
時
代
が
文
化
に
な
っ
た
。

や
っ
と
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
た
と
こ
ろ
で
、
ま
た
活
動
し
出

す
。
そ
れ
で
、
五
側
と
い
う
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
っ
て
対
抗
す
る
。
今
度
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に

な
っ
て
、
さ
す
が
に
宿
屋
は
再
興
し
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

住
職　
そ
れ
で
、
大
変
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
政
治
の

こ
と
も
い
ろ
い
ろ
追
っ
て
、
時
代
の
潮
流
と
し
て
、
ど
う

い
う
と
き
に
宿
屋
飯
盛
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
裁
判
で
す
。
裁
判
の
あ
り
よ

う
が
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
こ
う
い
う
言
い
方
を
し
て
は
い

け
な
い
け
ど
、
独
裁
国
で
一
方
的
に
断
罪
さ
れ
て
し
ま
う

み
た
い
な
も
の
で
は
な
い
で
す
か
、
江
戸
時
代
は
。
い
ろ

い
ろ
「
宿
屋
飯
盛
」
と
引
い
て
み
る
と
、
や
は
り
冤
罪
と

い
う
か
、
本
来
は
金
品
、
賄
賂
な
ん
て
い
う
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
し
、
大
体
そ
う
い
う
土
壌
が
な
い
部
分
で
そ
こ
の

嫌
疑
で
も
っ
て
結
局
や
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
結
論
と

し
て
は
、
狂
歌
師
と
し
て
の
当
時
の
風
潮
の
中
で
風
紀
取

締
り
の
よ
う
な
部
分
で
、
制
裁
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
内
藤
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
宿
屋
飯
盛
の
人

生
と
い
う
も
の
も
本
当
に
ド
ラ
マ
だ
と
思
い
ま
す
ね
、
人

生
の
有
為
転
変
が
ま
さ
に
あ
る
わ
け
で
す
。
か
と
い
っ
て
、

裁
判
に
な
り
、
所
払
い
に
な
っ
て
か
ら
も
、
国
学
の
ほ
う

に
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
狂
歌
で
ご
自
分
と
対
峙
す
る
と

こ
ろ
と
も
ち
ゃ
ん
と
闘
っ
た
り
、
何
か
め
げ
な
い
で
す
ね
。

内
藤　
あ
あ
、
そ
れ
は
も
う
タ
フ
で
す
よ
。

先
祖
と
過
去
帳
の
大
切
さ
と
は

住
職　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
お
伺
い
し
ま
し
た

が
、
ご
自
身
の
ご
先
祖
を
辿
っ
て
い
か
れ
る
ご
先
祖
探
し

の
部
分
か
ら
こ
ん
な
に
広
が
る
と
い
う
の
は
、
私
は
非
常

に
感
銘
し
ま
し
た
。
私
は
若
い
頃
か
ら
歴
史
は
好
き
で
し

た
が
、
で
も
、
若
い
頃
は
な
か
な
か
そ
こ
に
は
目
が
行
か

な
い
わ
け
で
、
だ
ん
だ
ん
自
分
が
年
を
取
っ
て
き
て
…
。

内
藤　
お
墓
が
近
づ
い
て
き
た
。（
笑
）

住
職　

お
墓
が
近
づ
く
の
と
足
腰
が
立
た
な
く
な
る
と
、

一
体
何
な
の
だ
ろ
う
と
い
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ご
先
祖
に
興

味
を
持
つ
と
。
で
も
、
そ
れ
は
自
然
な
こ
と
で
、
だ
か
ら
、

今
の
若
い
方
に
も
無
理
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
か
な
く

て
も
、
だ
ん
だ
ん
中
年
か
ら
高
年
に
な
っ
て
人
生
の
第
４

コ
ー
ナ
ー
に
近
づ
く
ぐ
ら
い
の
と
き
に
、
や
は
り
何
か
振

り
返
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

内
藤　
振
り
返
る
と
き
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
先
祖
を
辿
る
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
で
す
。
今
、
夫
婦
別
姓
制
度
を
賛

成
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
日
本
の
戸
籍
制
度
を
壊
す
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
先
祖

を
辿
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

住
職
・
園
田　
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。

内
藤　
そ
う
い
う
意
味
で
言
え
ば
、
祖
先
を
調
べ
る
に
し

て
も
、
今
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
の
で
、
地
元
の
役
所
に

頼
む
と
全
部
調
べ
て
く
れ
ま
す
よ
。

住
職　
私
と
園
田
師
、
職
員
と
話
す
の
は
、
今
、
お
墓
を

閉
じ
よ
う
と
か
、
皆
さ
ん
そ
う
い
う
発
想
に
な
る
け
れ
ど

も
、
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
や
は
り
、
今
な
ぜ
自
分

が
こ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
の
必
要

性
。
そ
う
な
る
と
、
ま
あ
、
無
理
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
と
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
今
自
分
が
こ
こ

に
い
る
必
然
性
と
い
う
こ
と
が
、
や
は
り
単
な
る
偶
然
で

同人誌『小道の譜』に投稿

左より園田師、内藤氏、当住上人

宿屋飯盛の肖像と狂歌
（『吾妻曲狂歌文庫』より）

◀︎蔦屋重三郎こと喜多川柯理は、雅望
の友人の一人だった。蔦屋重三郎の
墓は浅草の日蓮宗正法寺にある。碑
文が雅望と大田南畝によるものである
ことから、浅からぬ関係が読み取れる。

江
戸
の
狂
歌
師
「
宿
屋
飯
盛
」
を
先
祖
に

　   
～
天
明
狂
歌
ブ
ー
ム
で
活
躍
し
た
狂
歌
四
天
王
、「
べ
ら
ぼ
う
」
に
登
場
～

聞
き
手 
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